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「ジェイズレーシング」ブランドを世界で展開し 2026 年 1 月に株式会社セントラルサーキット（兵庫県多可

郡）の全株式を取得した株式会社ジェイズ・コーポレーション（本社：大阪府茨木市、代表取締役：梅本 淳一）

は、この度、日本を代表するレーシングドライバーであり、“ドリフトキング（ドリキン）”の異名で世界的に知

られる土屋圭市氏が、セントラルサーキットのアンバサダーに就任したことをお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ アンバサダー就任の背景：20 年来の“戦友”が描く未来 

ジェイズ・コーポレーションと土屋圭市氏の絆は、20 年以上前のメディア企画における真剣勝負から始まりま

した。長年、サーキットという厳しい舞台で切磋琢磨してきた両者の信頼関係、そして「若者のクルマ離れ」や

「モータースポーツ文化の地位向上」という共通の課題意識が、今回の就任へと繋がりました。 

 

J'S RACING が掲げる「パーツ開発は常にサーキットで培われる」という理念と、土屋氏の「サーキットには人

を育てる力がある」という哲学を融合させ、新生セントラルサーキットを「単に走る場所」から「世界へ文化を

発信する聖地」へと進化させてまいります。 

 

【セントラルサーキット × 土屋圭市】 

セントラルサーキット・アンバサダーに“ドリフトキング”土屋圭市氏が就任 

〜「クルマの楽しさは、一生忘れない。」モータースポーツ文化の次世代への発信を強化〜 



 

 

■ 土屋圭市氏 就任コメント（抜粋） 

「今回、J’S RACING さんからアンバサダー就任のお話をいただいたとき、迷う理由はまったくありませんでし

た。J'S RACING は長年にわたって本気で戦い続けてきた、走りにおいて本当に信頼と実績のあるメーカーです。

そしてもうひとつ、僕自身、近年の“若い子のクルマ離れ”や、モータースポーツ文化の地位が下がりつつある現

状に強い危機感を持っていました。そんな中で、J’S RACING がモータースポーツの発展に本気で尽力しようと

している姿勢に、心から共感したんです。 

 

梅本代表とは共にモータースポーツ文化を支えてきた“戦友”のような存在。彼が本気で未来をつくろうとしてい

るなら、僕も力になりたい。J’S RACING と一緒に、もう一度モータースポーツ文化を盛り上げていきたい──

そう思ったからこそ、今回のアンバサダー就任を快諾しました。 

 

今の若い子たちは、クルマに触れる機会が昔より少なくなっている。でも、クルマの楽しさって、一度知ったら

一生忘れられないんです。 

僕が伝えたいのは、“走ることの純粋な楽しさ”と“挑戦することの面白さ”。 

速さだけじゃなく、クルマを操る喜び、仲間と一緒に成長していく感覚、そしてサーキットでしか味わえない高

揚感。そういう体験を、セントラルサーキットからどんどん発信していきたい。若い世代が『クルマって面白い』

『走るって最高だ』と思えるきっかけを作ること──それが僕の役目だと思っています。 

 

セントラルサーキットは関西の走り好きにとって大切な場所です。J'S RACING がオーナーになることで、安全

性の向上や、より魅力的なイベントの開催が果たされ、若い世代が『走るって最高だ』と思えるきっかけが生ま

れることを期待しています。」 

 

■ 主なアンバサダー活動内容 

土屋氏にはアンバサダーとして、新生セントラルサーキットの魅力を、多様なプラットフォームを通じて発信い

ただきます。 

① イベント・走行会への出演:  

セントラルサーキット主催のイベントに登場し、ファンとの直接交流やデモランを実施。 

② メディア・SNS での PR 発信:  

動画出演や SNS を通じ、国内外へサーキットブランドの世界観を力強く発信。 

③ 広報・宣伝物への出演:  

広告や公式ビジュアルに登場し、ブランドイメージを牽引。 

④ 若手育成への助言:  

「ドリキン」としての経験と哲学を次世代ドライバーへ継承するプログラムへの参画。 



 

 

■ 土屋圭市（つちや・けいいち）氏 プロフィール 

1956 年、長野県出身。日本を代表するレーシングドライバー。 

「ドリフトキング」として世界的に知られ、ル・マン 24 時間レースでのクラス優勝

（1995 年）をはじめ、国内外の数々のレースで活躍。現役引退後も解説者や監修、

若手育成など幅広く活動し、YouTube 等のデジタルメディアを通じても日本の走り

文化を世界に伝え続けている。 

 

 

【株式会社ジェイズ・コーポレーションについて】 

株式会社ジェイズ・コーポレーションは、ホンダ車専門ブランド「ジェイズレーシング」を展開。 

「パーツ開発は常にサーキットで培われる」という理念のもと、世界中で評価される製品を開発・販売していま

す。 また、年間 2500 台規模の車両販売事業や高性能ミラーブランド「クラフトスクエア」の展開に加え、物流

を担う子会社の株式会社ジェイズトランス、JAF 公認コースを運営する株式会社セントラルサーキットを有し、

グループ全体で多岐にわたる事業を展開しています。 

所在地:大阪府茨木市彩都もえぎ 1 丁目 3-2 

代表者:代表取締役 梅本 淳一 

創業:1989 年 11 月 

URL: https://jscorporation69.com/ 

 

【株式会社セントラルサーキットについて】 

株式会社セントラルサーキット は、兵庫県多可郡多可町に位置する関西屈指の本格レーシングコースとして、

1996 年の開業以来、多くのドライバーやチームに親しまれてきたモータースポーツフィールドです。全長

2.804km の JAF 公認サーキットとして、四輪・二輪を問わず、多様なカテゴリーの走行会やレースイベントが

年間を通して開催されています。 

所在地:兵庫県多可郡多可町中区坂本 521-1 

開業: 1996 年 

URL: https://central-circuit.com/ 

 

 

 

【報道関係のお問い合わせ先】 

ジェイズレーシング PR 事務局（共同ピーアール） 

担当:遠藤、大島、小林 

TEL : 06-4400-9641 

E-mail : jsracing-pr@kyodo-pr.co.jp 
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